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▲頼朝橋
こ

も
り
か
っ
て

じ
ょ
う
り
き

え
ん
ぎ

ね
ん
ね
ん
ぎ
ょ
う

ぎ
ょ
う

ね
ん
ぎ
ょ
う

　
鎌
倉
街
道
は
、
今
か
ら
八
二
〇
年
前
、
各
地
か

　
鎌
倉
街
道
は
、
今
か
ら
八
二
〇
年
前
、
各
地
か

ら
鎌
倉
へ
向
か
う
街
道
と
し
て
整
備
さ
れ
、
鎌
倉

ら
鎌
倉
へ
向
か
う
街
道
と
し
て
整
備
さ
れ
、
鎌
倉

時
代
以
降
の
主
要
な
街
道
の
ひ
と
つ
と
し
て
発
展

時
代
以
降
の
主
要
な
街
道
の
ひ
と
つ
と
し
て
発
展

し
ま
し
た
。
し
か
し
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
東
海

し
ま
し
た
。
し
か
し
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
東
海

道
な
ど
の
五
街
道
が
主
要
幹
線
と
し
て
整
備
さ
れ
、

道
な
ど
の
五
街
道
が
主
要
幹
線
と
し
て
整
備
さ
れ
、

鎌
倉
街
道
は
そ
の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。
そ
の
姿

鎌
倉
街
道
は
そ
の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。
そ
の
姿

は
、
言
い
伝
え
や
発
堀
調
査
に
よ
っ
て
あ
る
程
度

は
、
言
い
伝
え
や
発
堀
調
査
に
よ
っ
て
あ
る
程
度

わ
か
っ
て
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ま
す
が
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今
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正
確
に
把
握
す
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わ
か
っ
て
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ま
す
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今
で
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正
確
に
把
握
す
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こ
と
が
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難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
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こ
と
が
、
難
し
く
な
っ
て
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ま
す
。

　
さ
て
一
宮
市
内
の
鎌
倉
街
道
は
、
玉
ノ
井
↓
黒

　
さ
て
一
宮
市
内
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鎌
倉
街
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は
、
玉
ノ
井
↓
黒
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↓
馬
寄
↓
牛
野
↓
妙
興
寺
を
経
て
、
稲
沢
市
下
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↓
馬
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牛
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妙
興
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経
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稲
沢
市
下
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至
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と
推
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さ
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ま
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は
、
江
戸
時

津
に
至
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と
推
定
さ
れ
ま
す
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一
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は
、
江
戸
時

代
に
整
備
さ
れ
た
岐
阜
街
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と
も
重
な
っ
て
い
る

代
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整
備
さ
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岐
阜
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も
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な
っ
て
い
る

と
さ
れ
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ま
す
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と
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ま
す
。

　
今
回
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こ
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鎌
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街
道
の
う
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木
曽
川
町
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黒
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曽
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町
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中
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位
置
し
て
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ま
す
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『
木
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川
町
史
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平
安
末
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ま
す
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木
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川
町
史
』
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よ
れ
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平
安
末

か
ら
鎌
倉
初
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に
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黒
田
に
宿
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が
設
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さ
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か
ら
鎌
倉
初
期
に
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黒
田
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宿
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置
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倉
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の
要
所
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し
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栄
え
て
い
た
よ
う
で
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倉
街
道
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と
し
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え
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う
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す
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そ
の
名
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と
し
て
今
日
で
も
北
宿
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南
宿
と
い

そ
の
名
残
と
し
て
今
日
で
も
北
宿
、
南
宿
と
い

う
地
名
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
江
戸
時
代
に
は
岐
阜

う
地
名
が
あ
り
ま
す
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ま
た
江
戸
時
代
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岐
阜

街
道
が
南
北
に
通
っ
て
い
ま
し
た
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街
道
が
南
北
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
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て
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の
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俣
宿
を
通
り
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ぎ
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木
曽
川
を
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あ
る
賀
茂
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社
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へ
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側
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に

の
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敬
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八
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側
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剣
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設
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え
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い
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よ
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そ
の
名
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と
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て
今
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で
も
北
宿
、
南
宿
と
い

う
地
名
が
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り
ま
す
。
ま
た
江
戸
時
代
に
は
岐
阜

街
道
が
南
北
に
通
っ
て
い
ま
し
た
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さ
て
美
濃
の
墨
俣
宿
を
通
り
過
ぎ
、
木
曽
川
を

渡
っ
た
鎌
倉
街
道
は
、
玉
ノ
井
に
あ
る
賀
茂
神
社

の
裏
を
東
へ
、
ま
た
念
敬
寺
の
北
側
、
外
割
田
に

あ
る
八
剣
神
社
の
西
側
を
通
り、黒
田
に
あ
る
剣
光

寺
へ
抜
け
ま
す
。

※
背
景
の
写
真
は
、鎌
倉
街
道
よ
り
剣
光
寺
を
遠
望
し
た
　

も
の
で
す
。

　
◆
鎌
倉
街
道

　
◆
黒
　
田

　
◆
剣
光
寺
・
頼
朝
橋

　
◆
籠
守
勝
手
神
社

鎌
倉
街
道
を
歩
く
〜
黒
田
編
〜

鎌
倉
街
道
を
歩
く
〜
黒
田
編
〜

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西
歴
史

民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
剣
光
寺
の
寺
伝
に
よ
る
と
、
建
久
元
年
（
一
一

九
〇
）
に
源
頼
朝
が
京
か
ら
の
帰
り
に
参
詣
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、通
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
橋
が
剣
光
寺
の
北
西
、
北
古
川
に
架
か
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
橋
は
「
頼
朝
橋
」
と
呼
ば
れ
、

そ
の
親
柱
に

は
「
よ
り
と

も
は
し
」
と

刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の

橋
を
東
へ
渡

る
剣
光
寺
の

北
側
の
道
を

鎌
倉
街
道
が

通
っ
て
い
ま

し
た
。

　
頼
朝
橋
を
東
へ
渡
り
進
む
と
県
道
名
古
屋
・
一

宮
線
に
あ
た
り
ま
す
。
鎌
倉
街
道
は
、
こ
の
付
近

か
ら
定
力
寺
、
J
R
木
曽
川
駅
付
近
ま
で
そ
の
経

路
は
不
明
で
す
が
、
J
R
木
曽
川
駅
を
横
断
し
籠

守
勝
手
神
社
の
前
に
出
る
道
で
す
。
籠
守
勝
手
神

社
は
、
延
喜
式
に
お
け
る
黒
田
神
社
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
籠
守
勝
手
神
社
の
前
の
道
は
草

道
と
も
言
わ
れ、
、
幅
が
狭
い
道
で
あ
っ
た
と
い
わ
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▲鎌倉街道の北側にある籠守勝手神社

▲馬取り池

籠守勝手神社籠守勝手神社籠守勝手神社

アピタ
木曽川店

県道江南県道江南　木曽川線木曽川線県道江南　木曽川線

県道江南県道江南　木曽川線木曽川線県道江南　木曽川線

法蓮寺

黒田小学校

木曽川
資料館

剣光寺剣光寺剣光寺

頼朝橋頼朝橋頼朝橋

一宮市一宮市
木曽川運動場木曽川運動場
一宮市
木曽川運動場

木曽川木曽川
消防署消防署
木曽川
消防署

八剣神社八剣神社八剣神社

定力寺
西
尾
張
中
央
道

西
尾
張
中
央
道

西
尾
張
中
央
道

県
道
名
古
屋

県
道
名
古
屋
　

一
宮
線

一
宮
線

県
道
名
古
屋
　

一
宮
線

名
鉄
名
古
屋
本
線

名
鉄
名
古
屋
本
線

名
鉄
名
古
屋
本
線

木
曽
川
駅

木
曽
川
駅

木
曽
川
駅

新
木
曽
川
駅

新
木
曽
川
駅

新
木
曽
川
駅

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線

野府川野府川野府川

東
海
北
陸
自
動
車
道

東
海
北
陸
自
動
車
道

東
海
北
陸
自
動
車
道

野 府 川

野 府 川

野 府 川

北
古
川

北
古
川

北
古
川

念敬寺賀茂神社賀茂神社賀茂神社 念敬寺賀茂神社賀茂神社賀茂神社
鎌倉街道（推定1）
鎌倉街道（推定2）
表紙撮影場所

白山神社白山神社白山神社

は
く
さ
ん

い
　
ふ
　
り
　
べ

か
ん
じ
ょ
う

う
き
の

ひ
と
つ
や
な
ぎ
け
ん
も
つ
な
お

も
り

　
◆
白
山
神
社

れ
て
い
ま
す

。

神
社
ま
で
の

参
詣
道
は
、

拡
幅
部
分
も

あ
り
ま
す
が

、

現
在
で
も
細

い
路
地
が
入

り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
鎌
倉
街
道
は
籠
守
勝
手
神
社
の
前
か
ら
南
東
方

面
へ
向
き
を
か
え
、
白
山
神
社
へ
い
た
り
ま
す
。

ま
た
、
白
山
神
社
へ
出
た
鎌
倉
街
道
は
、
門
間
の

伊
冨
利
部
神
社
の
前
へ
抜
け
て
い
き
ま
す
。
た
だ

こ
の
付
近
は
土
地
区
画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
た
た

め
、
詳
し
い
鎌
倉
街
道
の
経
路
は
明
ら
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
白
山
神
社
は
皇
極
天
皇
二
年
（
一
三
〇
二
）
に

勧
請
（
分
霊
を
他
の
神
社
に
移
す
こ
と
）
さ
れ
ま

し
た
が
、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
の
浮
野
合
戦

で
兵
火
に
あ
い
ま
す
。
そ
の
後
、
当
時
の
黒
田
城

主
一
柳
監
物
直
盛
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
そ
の
昔
、
神
社
の
北
西
の
鎌
倉
街
道
沿
い
に

大
池
が
あ
り
、
あ
る
旅
人
が
馬
を
ひ
い
て
池
の
傍

で
休
息
し
て
い
る
と
、
馬
が
池
の
主
で
あ
る
大
蛇

に
ひ
き
こ
ま
れ
た
と
い
う
昔
話
を
伝
え
る
「
史
蹟

馬
取
り
池
」
の
碑
が
、
白
山
神
社
西
側
に
建
っ
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
鎌
倉
街
道
の
う
ち
黒
田
地
域
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。
老
年
の
方
々
に
鎌
倉
街
道
の

こ
と
を
尋
ね
る
と
「
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
「
知

ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
お
話
で
し
た
。
今
日
で
は

そ
れ
を
復
元
し
て
い
く
難
し
さ
を
感
じ
、
地
域
で

失
わ
れ
て
い
く
前
に
、
情
報
を
収
集
し
て
い
く
必

要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

（
一
宮
市
博
物
館
学
芸
員
　
石
黒
智
教
）
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岐
阜
街
道
―
』
（
稲
沢
市
史

資
料
　
第
三
十
四
編
・
一
九
九
九
年
）

『
下
津
公
民
館
用
地
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
―
下
津
城

跡
・
下
津
城
跡
下
層
遺
跡
―
』
（
二
〇
〇
三
年
）

【
謝
辞
】

　
木
曽
川
資
料
館
主
幹
の
川
井
達
郎
さ
ん
、
黒
田
地
域
の
皆
様

に
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
略
儀
な
が
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

『木曽川町黒田地域周辺図』

※地図の作成にあたっては「木曽川町散策マップ」及び「木曽川町と鎌倉街道」を基に作成しました。
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加入団体の紹介 （洋画部門）いぶき

加入団体の紹介 （社会文化部門）一宮アーティフィシャルフラワー協会 彩華の会（さいかのかい）

ë
教
室
に
て   

【問合せ先】掛橋　由紀子　A76－6830

　「いぶき」は平成21年に尾西生涯学習センタ   

ーで開催された水彩画入門講座の卒業生が、まだ 

まだ勉強していきたいということで、講座でお世

話になった小川護先生に引き続きご指導をお願い

し、平成22年１月に発足しました。

　現在は尾西生涯学習センターで、毎月第２・第

４月曜日の午後１時30分から先生の熱心な指導

のもと、楽しく活動しています。

　発足してすぐ、小川先生からご指導をいただい

ているグループの合同展「MORE展」が開催され、

私達もこの展覧会に出品させていただきました。

まだ右も左もわからぬまま、必死に作品に取り組

みました。ただ、このときに経験することができ

た感動は、一生忘れることができません。また毎

年秋には、尾西歴史民俗資料館にて「いぶき水彩

画展」を行っています。

　一昨年ほど前から、地域への恩返しと交流のた

め、色々な施設に作品を展示させていただいてい

ます。また、他のグループの皆さんと一緒に美術

館の見学や港の写真撮影に出かけたり、近くの河

原などへスケッチをしに出かけたりもします。

　現在は男性２名、女性11名の気の良い仲間達で、

自分の思いを絵に託し、一喜一憂しています。こ

んな仲間と一緒に楽しく絵を描いてみませんか。

ぜひ一度、見に来てください。

ë
一
宮
市
博
物
館
に
て

【問合せ先】岩井　陽子　A73－3508

　アートの花に魅せられて「花をつくる」という

ことの楽しみや喜びを感じながら、素敵な先生や

仲間と一緒に活動しています。

　アーティフィシャルフラワーとはさまざまな素

材から生花をリアルに再現し、造り出された造花

です。アートの花は１枚の白い布を裁断し、染色

して形を整え、コテを当てて接着し、針金を張る

という細やかな作業の連続で出来上がります。草

花の姿をただ単に真似するだけではなく、その花

のもっている美しさや優しさが、より引き立つよ

う心がけています。

　完成した花にはひとつひとつ違った個性があり、

どれも他にはないオンリーワンの作品からは、大

きな喜びと達成感を感じることができます。

　また、同じようにアーティフィシャルフラワー

の勉強をしている「鶴の会」から、声をかけてい

ただき、講演会や作品展に飾る花を一緒に制作し

ています。それだけではなく、更に良いものを目

指し、先生や仲間と美術館や植物園、アートフラ

ワーの展示会など、色々なところへ出かけ制作意

欲を高めています。

　お稽古日は毎月第１、第３火曜日の午後１時か

ら、一宮スポーツ文化センターで行っています。

ぜひ一緒に美しい花を作ってみませんか。一度教

室をのぞいてみてください。
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加入団体の紹介

加入団体の紹介

（俳句部門）尾西新樹会（びさいしんじゅかい）

（吟剣詩舞部門）山瑩会（さんえいかい）

ë
岡
田
先
生
を
囲
ん
で

【問合せ先】大野　克昌　A68－1420

　尾西新樹会は、平成12年に俳句を学びたい人が、

講師、岡田波流夫先生のご指導のもとに集まり、

発足しました。

　例会は毎月第１月曜日の午後１時30分より、

尾西生涯学習センターにて、10句持ちよりの句

会を開催しています。

　普段は、同じ俳句の団体である「尾西牡丹会」

や「一宮市尾西市民俳句会」と一緒に活動してい

ます。団体の垣根を越えて活動をすることによっ

て、良い刺激を受け、会員同士の交流にもなって

います。

　主な行事としては、１月に尾西グリーンプラザ

で新年俳句会を、５月には日帰りの吟行会を行っ

ています。また、毎年の一大行事として、10月

に他の俳句の団体や多数の一般の方の参加を得て、

「一宮市尾西俳句大会」を尾西生涯学習センター

の６階大ホールで開催しています。

　会の特色としては「常に学ぶ姿勢」で、いつも

前向きに活動されている年輩の方達を中心に、素

朴で人間的な温かさを大切にしながら、和気藹々

と楽しい句会を催しています。

　俳句は難しいと思われがちですが、日本語がで

きれば誰にでもできる、やさしくて楽しい短詩形

の文芸です。ぜひ一度見学に来てください。どな

たでも歓迎します。

ë
第
二
回
吟
詠
大
会
の
晴
舞
台

【問合せ先】江崎　敦子　A62－7647

　山瑩会は河合柳瑩会長のもと、平成10年に発

足し、市内２つの支部に多くの吟詩会を持ち、会

員数も100名を超えました。また、市外の名古屋

や滋賀にも別の支部があります。

　活動は年４回の錬成会や尾西芸能祭への出演の

他、曾山流本部主催の研修会や競吟大会にも参加

し、吟力の向上と会員相互の親睦を図っています。

普段のお稽古は、起にある山瑩会教室を拠点に毎

週行っています。

　詩吟は漢詩の訓み下だし文に独特の節をつけて

吟ずるもので、腹式呼吸による発声のため、声だ

し健康法ともいわれ、長寿や健康につながるとも

いわれています。また礼節を身につけ心を豊かに

するとともに、歴史に親しむこともできます。

　本年10月27日には名古屋駅前の「ウインクあ

いち」にて、第2回吟詠大会を盛大に開催し、織

田信長をテーマとした構成吟「炎のごとく」を熱

演しました。

　第３回吟詠大会は、７年後の2020年、東京五

輪の年に開催予定です。“皆、元気で晴れの舞台に

でましょう”を合言葉に、会員は更なる大きな目

標に向って走りだしました。

　是非、山瑩会の扉を叩いてください。一緒に大

きな声を出してストレスを解消し、健康で楽しい

人生を送りましょう。お待ちしています。

よ く
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月　

∫
日
〜　

日
∂
ま
で
、
一
宮

１１

１４

１７

ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第　

回
７１

一
宮
市
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
を
中
心
に
近
隣
市
町
村
や
、
県

外
か
ら
も
多
数
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
出

品
者
は
５
７
６
名
で
、
審
査
の
結
果
、

入
賞
と
な
っ
た
１
７
５
点
を
は
じ
め
、

５
７
０
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
約
５
０
０
０
人
の
方
が

会
場
を
訪
れ
、
作
者
の
熱
意
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
多
数
の
作
品
を
熱

心
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

各
部
門
で
入
賞
さ
れ
た
方
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
同
一
賞
内
で
の

掲
載
順
は
順
不
同
で
す
。
（
敬
称
略
）

審
査
員　

星　

野　

哲　

弘

　
　
　
　

河　

村　

明　

美

市
長
賞

　

藤

塚　

章

教
育
委
員
会
賞

　

青

山 
ト
ミ
エ

美
術
展
賞

　

三

矢 
菜
穂
子　
　

森　

賢

二

　

森　
　
　
　

恵　
　

湯

浅 
真
奈
美

奨
励
賞

　

甲

賀

春

美　
　

中

島

淳

志

　

星

野

真

由　
　

三

田　

浩

　

山

崎

淑

子　
　
　

　
　
　
　

入
選　
　

点
４１

審
査
員　

斎　

藤　

吾　

朗

　
　
　
　

柴　

田　

仁　

士

　
　
　
　

岩　

田　

哲　

夫

　
　
　
　

後　

藤　

泰　

洋

　
　
　
　

高　

山　
　
　

悟

　
　
　
　

堀　

尾　

一　

郎

市
長
賞

内

藤

圭

介　
　

水

野　

潔

吉

村

理

華

教
育
委
員
会
賞

尾

関

昌

且　
　

香

川

絹

代

竹

内

保

彦

美
術
展
賞

石

黒

三

雄　
　

石

原　

昭

井

上 
美
恵
子　
　

臼

井

哲

雄

梅

田

恵

子　
　

加

納

静

子

木

村

忠

嗣　
　

後

藤　

博

鈴

木

綾

子　
　

滝

野 
ち
と
せ

武

田

恭

子　
　

内

藤

啓

善

楢

谷

咲

子　
　

成

瀬

弘

子

藤

井　

忍　
　

藤

田

勝

秀

三

輪

恭

子　
　

村

橋

寛

悦

山

崎

正

春　
　

山

田

規

夫

吉

川

京

介

奨
励
賞

浅

野 
な
つ
子　
　

浅

野 
奈
津
子

阿

部

薫

理　
　

宇
佐
美
竜
太
郎

大

塚

昌

弘　
　

岡

田

優

子

奥

村

健

司　
　

桶

川

千

秋

柏

ì

末

次　
　

加

藤

倶

子

神

谷　

武　
　

河

村

幸

子

北

尾

千

鶴　
　

近

藤

憲

男

近

藤

博

通　
　

関　

節

子

ã

田

國

光　
　

田

中

道

弘

柘

植

雅

一　
　

戸

松 
佐
代
子

中

川　

隆　
　

藤

本

美

奈

森　

健

次　
　

入
選　
　

点
１５５

審
査
員　

森　
　
　

克　

彦

　
　
　
　

川　

原　

孝　

文

市
長
賞

　

伊

藤　

毅

教
育
委
員
会
賞

　

堀

部 
美
奈
子

美
術
展
賞

小

川

杏

理

奨
励
賞

杉

本

一

廣

入
選　
　

点
１１

審
査
員　

加　

藤　

陽　

児

　
　
　
　

澤　

田　

進　

治 

市
長
賞

丹

慶

哲

宏

教
育
委
員
会
賞

小

崎

陽

一

美
術
展
賞

伊

藤

英

正　
　

小

崎 
美
智
子

宮

越

經

子

奨
励
賞

　

加

藤 
文
太
郎　
　

加

藤

陽

子

　

田

中

彰

子　
　

橋

本

妙

子

入
選　
　

点
３０

日　

本　

画

洋　
　
　

画

彫
刻
・
立
体

工　
　
　

芸

日 本 画 部 門 解 説
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審
査
員　

源　
　
　

安　

孝

　
　
　
　

森　
　
　

昭　

夫

市
長
賞

　

柘

植

雅

一

教
育
委
員
会
賞

　
 

田 
奈
緒
子

美
術
展
賞

　

久

保

綾

香　
　

三

輪

双

葉

奨
励
賞

石

井 
佳
代
子　
　

大

竹

悠

子

入
選　
　

点
１９

 

審
査
員　

黒　

田　

玄　

夏

　
　
　
　

後　

藤　

汀　

鶯

　
　
　
　

武　

山　

翠　

屋

　
　
　
　

木　

戸　

竹　

葉

　
　
　
　

林　
　
　

大　

樹

　
　
　
　

近　

藤　

芳　

玉

　
　
　
　

岩　

田　

澗　

流

　
　
　
　

村　

田　

光　

柊

市
長
賞

小

松

月

泉　
　

古

川

白

萩

牧　

恵

清

教
育
委
員
会
賞

春
日
井 
栄

嘉　
　

片

桐

瑤

雪

神

田

鴻

都　
　

酒

井

光

華

橋

本

佳

静

美
術
展
賞

井

上

嘉

蓮　
　

今

井

恭

子

鵜

飼

秀

麗　
　

内

出

紅

華

尾

関

明

美　
　

加

藤

瑞

顕

岸

田

松

峰　
　

倉

橋

祐

華

五

藤

三 

　
　

小

林　

進

近

藤

由

果　
　

酒

井

照

苑

高

桑

愛

降　
　

谷

本

義

仙

戸

谷

嘉

恵　
　

戸

本

有

荷

内

藤

春

翠　
　

内

藤

爽

月

長

崎

成

秀　
　

丹

羽

鈴

子

濱

田

梨

沙　
　

林　

華

泉

前

野

樹

風　
　

森

下 
千
代
子

山

内

山

抱　
　

山

田

紅

照

山

田

清

翠　
　

脇

田

玉

波

奨
励
賞

青

井

翠

風　
　

安

藤

静

歩

飯

田

泰

郷　
　

石

井

玉

華

伊

藤

佳

苑　
　

岩

田

佳

川

梅

村

真

琵　
　

可

児

長

望

河

合

花

影　
　

後

藤

柳

月

佐

藤

り

さ　
　

鈴

木

鶴

扇

ã

松

彩

月　
　

土

屋

葵

芳

東

海

眉

虹　
　

永

岡

沙

弥

永

田

張

羽　
　

野
々
垣 
清

城

鳩

山

煌

華　
　

林　

華

静

牧

野

瑞

葉　
　

松

居

玉

華

松

川

春

霞　
　

宮

田

苔

華

村

上

桂

崚　
　

森　

皇

穹

保

田

昌

石　
　

山

口

崑

華

山

口

如

泉　
　

山

口

雪

華

山

本

瑶

華　
　

渡

辺

湖

風

入
選　
　

点
２２０

審
査
員　

丹　

羽　

正　

仁

　
　
　
　

齋　

場
ひ
さ
と
し

　
　
　
　

夫　

馬　
　
　

勲

　
　
　
　

伊　

藤　

繁　

雄

市
長
賞　
　
　
　

　

長
谷
川 
蔦

江

教
育
委
員
会
賞

　

櫻

井　

廂　
　

谷

口　

勉

美
術
展
賞

大

野　

廣　
　

小

川

照

秋

小

原

勇

二　
　

春
日
井 
義

三

川

ì

重

春　
　

櫻

井

悦

子

櫻

井

慶

子　
　

中

村　

薫

廣

江

利

男　
　

古

舘

正

芳

宮

崎 
久
仁
子　
　

奨
励
賞

　

安

藤

正

一　
　

安

藤

雅

彦

今

井

彰

二　
　

岡

田

忠

夫

木

村

晴

子　
　

佐

々

寛

己

佐

野 
ル
ミ
子　
　

巴　

　

真

橋

本

秀

子　
　

長
谷
川 
隆

光

日

比

憲

宏　
　

三

野　

彰

　

d

田

英

昭

入
選　
　

点
９４

写　
　
　

真

書

デ
ザ
イ
ン

会 場 風 景

写 真 部 門 解 説
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企
画
展「
暮
ら
し
の
中
の
民
具
」

日
時
e
１
月　

日
º
〜
３
月
９
日
∂

１１

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

月
曜
休
館
、月
曜
が
休
日
の
場

合
は
翌
日
休
館
、２
月　

日
π

１２

休
館
。）

内
容
e
機
械
化
す
る
以
前
の
道
具
を
観

察
し
、道
具
を
使
う
こ
と
の
意

義
、流
通
や
変
遷
を
考
え
な
が

ら
、道
具
か
ら
み
た「
歴
史
を
学

ぶ
」意
味
を
伝
え
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　
　

５
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

講
座
「
尾
張
平
野
を
語
る　
１８

〜
仁
王
胴
具
足
の
謎
に
迫
る
」

日
時
e
２
月
２
日
∂
〜
３
月
２
日
∂

の
毎
週
日
曜
日

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

内
容
e
伝
山
内
盛
豊
所
用
仁
王
胴
具
足

を
め
ぐ
っ
て
、科
学
分
析
の
成

果
を
中
心
に
考
察
し
ま
す
。

定
員
e
各
回
先
着
１
０
０
名（
当
日
正

午
よ
り
整
理
券
を
配
布
）

※
要
常
設
観
覧
料

「
民
俗
芸
能
公
演
」

日
時
e
３
月
９
日
∂

①
午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

１５

②
午
後
１
時　

分
〜
２
時

３０

③
午
後
２
時　

分
〜
３
時

３０

内
容
e
①
島
文
楽

②
ば
し
ょ
う
踊

③
宮
後
住
吉
踊

定
員
e
先
着
１
０
０
名

※
要
常
設
観
覧
料

常
設
展
「
三
岸
節
子装

丁
に
み
る
画
業
」

日
時
e
１
月　

日
π
〜
４
月　

日
∂ 

１５

１３

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

月
曜
休
館
、月
曜
が
休
日
の
場

合
は
翌
日
休
館
、２
月　

日
π

１２

休
館
、以
下
同
じ
。）

内
容
e
油
彩
に
よ
る
作
品
と
あ
わ
せ
、

書
籍
や
雑
誌
等
、三
岸
節
子
が

装
丁
を
手
が
け
た
本
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

３
２
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
１
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
１
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料
。企
画

６５

展
開
催
中
は
そ
の
料
金
に
含
む
。

企
画
展
「
現
代
作
家
シ
リ
ー
ズ

は
し
も
と
み
お
展
」

日
時
e
２
月
１
日
º
〜　

日
∂

２３

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e「
生
」を
テ
ー
マ
に
作
り
続
け
て

い
る
動
物
な
ど
の
木
彫
を
中
心

に
、デ
ッ
サ
ン
や
新
作
か
ら
、は

し
も
と
み
お
の
世
界
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

５
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
５
０
円

※
小
中
生
・
市
内　

歳
以
上
無
料

６５

「
現
代
作
家
シ
リ
ー
ズ

は
し
も
と
み
お
展
」
関
連
事
業

対
談
講
演
会

日
時
e
２
月
２
日
∂

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

内
容
e
作
者
と
東
山
動
物
園
園
長
に
よ

る
対
談
を
行
い
ま
す
。

会
場
e
１
階
講
義
室

定
員
e
先
着
１
０
０
名
※
聴
講
無
料

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時
e
２
月
８
日
º
・
２
月　

日
∂

１６

　
　
　

２
月　

日
º

２２

内
容
e
作
者
と
と
も
に
ス
ケ
ッ
チ
や
木

彫
を
行
い
、そ
の
創
作
世
界
に

触
れ
ま
す
。

定
員
e
各　

名
２０

※
要
参
加
費
・
要
申
込
み（
詳
し
く
は
お

「マウンテン」 左合 英明

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
》
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問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
e
２
月　

日
¥　

午
後
２
時
〜

１１

（
開
場
は　

分
前
）

３０

内
容
e
美
術
館
で
展
覧
会
と
と
も
に
コ

ン
サ
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。

出
演
eP

oP
oyans

（
女
性
ユ
ニ
ッ
ト
）

定
員
e
先
着
１
０
０
名

入
場
料
e
一　

般　

１
、０
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

５
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

２
５
０
円

※
当
日
の
正
午
か
ら
整
理
券
配
布

美
術
館
講
座
「
美
術
の
学
校
¯
」

日
時
e
２
月　

日
∂
・
３
月
１
日
º

２３

３
月　

日
º　

午
後
２
時
〜
３

１５

時　

分（
開
場
は　

分
前
）

３０

３０

内
容
e
美
術
に
よ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
、様
々
な
視
点
か
ら
楽

し
く
、わ
か
り
や
す
い
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

会
場
e
１
階
講
義
室

定
員
e
各
１
０
０
名
※
無
料

企
画
展
「
道
具
は
語
る

〜
ご
先
祖
さ
ま
の
知
恵
袋
〜
」

日
時
e
１
月　

日
º
〜
２
月　

日
∂ 

１１

２３

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

月
曜
休
館
、月
曜
が
休
日
の
場

合
は
翌
日
休
館
、２
月　

日
π

１２

休
館
、以
下
同
じ
。）

内
容
e
暮
ら
し
の
道
具
で
あ
る
民
具
を

観
察
し
、道
具
が
持
つ
情
報
を

引
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
道
具

が
語
る
歴
史
や
文
化
を
探
り
ま

す
。

観
覧
料
e
無
料

講
座
「
街
道
の
歴
史
」

日
時
e
３
月
９
日
∂

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
３０

内
容
e
江
戸
時
代
の
主
要
な
街
道
に
つ

い
て
歴
史
と
現
在
の
様
子
を
現

地
で
学
び
ま
す
。

定
員
e　

名
３５

※
要
参
加
費
・
要
申
込
み
。詳
し
く
は
２

月
号
広
報
を
参
照
。

講
座
「
歴
史
と
民
俗
」

日
時
e
３
月　

日
∂
・
３
月　

日
∂

１６

２３

３
月　

日
∂

３０

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

内
容
e
東
海
道
本
陣
に
関
す
る
講
演
会

を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
２
月
号
広
報
を
参
照
。

開
館
Ú
周
年
記
念

「
一
宮
の
ま
つ
り　

写
真
展
」

６０

日
時
e
１
月
７
日
∏
〜　

日
∂

１９

午
前
９
時
〜
午
後
９
時（　

日
１４

∏
休
館
）

内
容
e
市
内　

種
類
の
祭
り
の
写
真
を

６０

展
示
し
ま
す
。

会
場
e
６
階　

多
目
的
室
２

観
覧
料
e
無
料

展
示
「
ス
リ
ラ
ン
カ
の
子
供
達
の
絵
」

日
時
e
３
月　

日
∏
〜　

日
∂

１８

３０

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

内
容
e
ス
リ
ラ
ン
カ
の
子
供
た
ち
が
日

本
の
た
め
に
描
い
た
絵
を
展
示

し
ま
す
。

会
場
e
６
階　

多
目
的
室
２

観
覧
料
e
無
料

平
成　

年
度
最
優
秀
映
画
鑑
賞
推
進

２５

事
業　

黒
澤
明
傑
作
選

日
時
e
１
月　

日
º
・　

日
∂

１８

１９

①
午
前　

時
〜　

②
午
後
１
時

１０

　

分
〜（
開
場
は　

分
前
）

３０

３０

内
容
e　

日
①
酔
い
ど
れ
天
使
②
生
き

１８る　
　

日
①
羅
生
門
②
天
国
と

１９

地
獄

入
場
料
e
前
売
り 

１
、０
０
０
円

当
日 

１
、５
０
０
円

全
４
回
通
し
券

※
全
席
自
由
・
未
就
学
児
入
場
不
可

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
ト
ッ
プ
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

日
時
e
３
月　

日（
日
）

１６

午
後
２
時
〜（
開
場
は　

分
前
）

３０

入
場
料
e
大
人 

３
、２
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下 

１
、６
０
０
円

※
全
席
指
定
・
未
就
学
児
入
場
不
可

お
昼
の
コ
ン
サ
ー
ト

「
モ
カ
・
カ
ル
テ
ッ
ト
」
リ
サ
イ
タ
ル

日
時
e
１
月
５
日（
日
）　

午
後
１
時　
３０

分
〜（
開
場
は　

分
前
）

３０

入
場
料
e
５
０
０
円　

※
全
席
自
由

プ
レ
ミ
ア
ム
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

「
愛
の
調
べ
」
シ
ネ
マ
＆
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
e
１
月　

日（
祝
）

１３

午
後
１
時
〜（
開
場
は　

分
前
）

３０
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入
場
料
e
１
、８
０
０
円 

※
全
席
自
由
・
未
就
学
児
入
場
不
可

新
春
初
笑
い
！

「
九
代 
林
家
正
蔵
独
演
会
」

日
時
e
１
月　

日
º

２５

午
後
２
時
〜（
開
場
は　

分
前
）

３０

入
場
料
e
３
、５
０
０
円

※
全
席
指
定
・
未
就
学
児
入
場
不
可

お
昼
の
コ
ン
サ
ー
ト

「
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ロ
ゼ
」

日
時
e
２
月
２
日
∂
午
後
１
時　

分
〜

３０

（
開
場
は　

分
前
）

３０

入
場
料
e
５
０
０
円

※
全
席
自
由
・
未
就
学
児
入
場
不
可

「
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

日
時
e
３
月
９
日
∂

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

内
容
e
青
年
グ
ル
ー
プ
活
動
の
発
表
会

で
、一
般
の
方
も
自
由
に
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。ご
家
族
連
れ

で
も
ど
う
ぞ
。餅
等
の
振
る
舞

い
も
あ
り
ま
す
。

参
加
料
e
無
料（
内
容
に
よ
り
有
料
）

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）６
９
５
１

４５

日
時
▼　

月　

日
∂
・
１
月　

日
∂

１２

２２

２６

２
月　

日
∂
・
３
月　

日
∂

２３

２３

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）２
２
８
６

５１

日
時
▼
１
月　

日
º
・
２
月
８
日
º

１１

３
月
８
日
º　

午
後
１
時
〜

※
２
月
は
午
前　

時
か
ら

１０

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）４
６
５
４

６２

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月
９
日
∂

１２

３
月
９
日
∂　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）４
６
５
４

６２

日
時
▼
１
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２６

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
ど
な
た
で
も（
大
会
に
先
立
ち

雑
詠
一
首
を
１
月　

日
∫
ま
で

１６

に
提
出
）

参
加
料
▼
５
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）５
５
０
４

７３

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂

２６

２３

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２３

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

　
　
　

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　
（
公
）中
部
日
本
書
道
会

一
宮
支
部
】

　

A（　

）１
８
４
１

６２

日
時
▼
３
月
２
日
∂

午
後
４
時
〜
５
時　

分
３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
▼（
公
）中
部
日
本
書
道
会
顧
問
・

支
部
相
談
役　

木
戸
竹
葉
先
生

演
題
▼「
古
文
書
」は
じ
め
の
一
歩

〜
地
方
文
書
に
み
る
庶
民
の
く

ら
し
〜

入
場
料
▼
無
料（
一
般
聴
講
歓
迎
）

10

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
新
年
短
歌
会
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
平
成　

年
度
支
部
講
演
会
』

２５
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月　

日
∂
、常
滑
市
民
文
化
会
館
・

１０

２７

常
滑
市
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
愛
知

県
民
茶
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
、
常
滑
市

文
化
協
会
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
四
つ
の

文
化
協
会
の
皆
様
が
設
席
を
さ
れ
、
当

日
は
約
２
５
０
０
人
と
大
変
多
く
の
方

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
茶
席
も
客
足
が
絶
え
る
こ
と
が

な
く
、
趣
向
が
凝
ら
れ
た
そ
の
お
も
て

な
し
に
来
場
者
は
大
変
満
足
さ
れ
、
活

況
を
呈
し
て
お
り
、
心
温
ま
る
一
杯
の

茶
を
存
分
に
味
わ
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

 

　
　

月　

日
∂
、
名
古
屋
文
理
大
学
文

１１

２４

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
稲
沢
市
民
会
館
）
を

会
場
に
、
愛
知
県
文
連
西
尾
張
部
芸
能

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

　

西
尾
張
部
に
所
属
す
る
十
一
の
文
化

協
会
の
各
団
体
の
発
表
は
、
箏
曲
や
大

正
琴
を
は
じ
め
、
日
本
舞
踊
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
吹
奏
楽
、
ギ
タ
ー
、
合
唱
、
三

味
線
、
民
謡
と
多
種
に
わ
た
り
、
ど
れ

も
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
見
応
え
の
あ
る

も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　

本
協
会
か
ら
は
「 
百 
の
会
」（
舞
踊
部

も
も

門
）
の
皆
様
が
出
演
さ
れ
、「
端
唄　

京

の
四
季
」「
長
唄　

伊
勢
参
宮
」
の
演
目

を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
日
増
し
に
寒
さ

の
厳
し
く
な
っ
て
き
た
霜
月
に
、
見
て

い
る
者
の
心
を
温
か
く
し
て
く
れ
る
、

そ
ん
な
心
地
良
い
ひ
と
時
を
味
あ
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　
愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し
（
報
告
）

愛
知
県
民
茶
会

愛
知
県
文
連
西
尾
張
部
芸
能
大
会
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月　

日
º
、
一
宮
市
尾
西
市
民

１０

１９

会
館
に
て
、
文
化
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

作
家
と
し
て
ご
活
躍
中
の
浅
田
次

郎
さ
ん
を
お
招
き
し
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

【
講
演
要
旨
】

　
「
読
書
人
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
普
通
に
考
え
る
と
、
読

書
の
好
き
な
人
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
中
国
語
的
な
解
釈

を
す
る
と
読
み
書
き
の
出
来
る
人
と

な
り
ま
す
。
日
本
で
は
ピ
ン
と
こ
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
解
釈
の
違
い

が
、
日
本
と
い
う
国
を
と
て
も
よ
く

表
現
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
が
明
治
維
新
の
頃
、
世
界
で

識
字
率
が
五
十
％
の
国
は
稀
で
し
た
。

そ
の
時
代
に
、
日
本
で
は
お
よ
そ
九

割
の
人
は
読
み
書
き
が
出
来
た
と
い

わ
れ
、
今
の
私
達
で
は
読
め
な
い
太

政
官
布
告
の
高
札
を
読
む
こ
と
が
で

き
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
幕
末
に
出

さ
れ
た
お
び
た
だ
し
い
数
の
高
札
を
、

宿
場
町
で
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
そ
れ

を
読
み
、
理
解
で
き
る
程
の
語
学
力

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で

は
、
何
故
そ
ん
な
に
教
育
レ
ベ
ル
が

高
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は

日
本
の
国
土
に
非
常
に
山
が
多
か
っ

た
お
か
げ
な
の
で

す
。
そ
の
た
め
、

平
地
に
人
口
が
集

中
し
城
下
町
や
港

町
が
で
き
、
自
然

と
教
育
が
授
け
や

す
く
、
受
け
や
す

い
形
に
な
っ
て
い

た
の
で
す
。

　

そ
の
お
か
げ
で

明
治
維
新
は
無
事
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
奇
跡
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ

う
。
私
た
ち
は
今
、
そ
の
歴
史
の
末

端
で
生
き
て
い
ま
す
。
も
し
明
治
維

新
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
ら
、
ど

こ
か
の
国
の
植
民
地
に
さ
れ
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ち
ょ
っ
と
私
事
に
戻
り
ま
し
ょ
う
。

私
は
今
で
も
本
を
読
む
の
が
大
好
き

で
す
。
基
本
、
一
日
一
冊
で
す
。
驚

か
れ
た
方
は
読
書
が
勉
強
だ
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
違
い
ま
す
。
娯
楽

な
の
で
す
。
子
供
が
ゲ
ー
ム
を
や
っ

て
い
る
の
と
同
じ
感
覚
で
、
娯
楽
だ

と
思
っ
て
し
ま
え
ば
楽
勝
で
す
。

　

ま
た
、
私
自
身
は
パ
ソ
コ
ン
を
使

わ
ず
、
今
で
も
原
稿
を
書
く
と
き
は

必
ず
自
筆
し
ま
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
の

普
及
に
よ
っ
て
文
字
を
原
稿
用
紙
に

書
く
と
い
う
一
番
の
ハ
ー
ド
ル
は
、

無
く
な
り
ま
し
た
。
文
字
を
書
く
と

い
う
こ
と
は
大
変
な
苦
痛
を
伴
う
肉

体
労
働
だ
っ
た
の
で
、
あ
る
側
面
で

は
非
常
に
効
率
的
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
に
伴
い
、
今
の
文
章
は

切
り
詰
め
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
く
、

水
増
し
さ
れ
て
い
く
感
じ
の
も
の
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
本
来
、
日
本
語

と
い
う
の
は
、
三
行
書
か
な
け
れ
ば

表
現
で
き
な
い
文
章
を
、
一
行
で
端

的
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
素
晴
ら
し

い
文
章
で
す
。
そ
れ
は
俳
句
や
短
歌

と
い
う
も
の
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
肉
体
的
労
働
無
し
で
文

字
を
書
い
て
い
く
と
、
同
じ
よ
う
な

事
を
連
々
と
書
い
て
し
ま
い
ま
す
。

だ
か
ら
最
近
の
妙
に
分
厚
い
本
を
読

み
終
え
る
と
、
何
が
書
い
て
あ
っ
た

の
か
と
、
ふ
と
考
え
て
し
ま
う
も
の

が
多
く
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
、
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
老
子

の
二
千
年
前
の
言
葉
に
、
法
律
で
規

制
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
犯
罪
が
増
え
て

く
る
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
中

国
の
先
人
た
ち
は
、「
何
々
を
や
る

な
」で
は
な
く
、「
何
々
を
や
る
べ
し
」

と
い
う
教
え
方
を
し
ま
す
。
こ
れ
は

大
き
な
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在

の
法
治
国
家
の
世
の
中
、
法
律
を
守

っ
て
い
さ
え
す
れ
ば
良
い
と
い
う
よ

う
に
、
礼
や
道
徳
が
廃
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
、
本
当
の
貧
し
さ
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
他
に
も
、
今
の
私
達
の

世
界
を
あ
た
か
も
予
見
し
て
い
た
の

で
は
、
と
思
う
よ
う
な
昔
の
言
葉
が

数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
実

は
真
理
と
い
う
の
は
二
千
年
の
間
、

何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。

『
読
む
こ
と
　
書
く
こ
と
　
生
き
る
こ
と
』

文
化
講
演
会

文
化
講
演
会

作
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん

浅
田
　

次
郎
　


